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平
成
２３
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

（第
３
号
）
に

つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
運
営
費
の

デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
リ
ー

ス
契
約
に
関
し
、
適
正
な

契
約
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
も
、
補
正

予
算
に
は
賛
成
す
る

一
方

で
、
嘉
麻
市
に
損
害
を
与

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

附
帯
決
議
を
付
け
ま
し
た
。

附
帯
決
議

平
成
２３
年
度
嘉
麻
市

一

般
会
計
補
正
予
算

（第
３

号
）
の
歳
出
予
算
２
款
１

項
１５
ロ
ケ
‐
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
運
営
費
、

１４
節
使
用

料
及
び
賃
借
料
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
リ
ー

ス
料
と
し
て
１
４
３
万
９

千
円

（５
０
０
台
分
の
リ

ー
ス
料
月
額
２８
万
７
７
０

０
円
）
の
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
平
成
２３
年
度
に
２
５

０
０
台
導
入
し
た
同
機
種

の
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の
不

足
分
を
追
加
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

運
営
費
の
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ

Ｂ
リ
ー
ス
契
約
に
あ
た

っ

て
は
、
市
場
調
査
の
上
、

適
正
な
予
定
価
格
を
設
定

し
、
嘉
麻
市
に
損
害
を
与

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

慎
重
か
つ
適
切
な
予
算
執

行
と
競
争
の
原
理
が
働
く

契
約
方
法
の
改
善
を
強
く

求
め
ま
す
。

9月 補正予算

6億666万4千円

3,824万 7千円

嘉穂小学校建設予定地 (写真手前側)

CAT∨ センター

一般会計補正の主なもの
(歳入 )

地方交付税       1億 4,772万 円増

小学校建設事業債    2億 5,530万円増

(歳 出 )

庁舎検討業務委託料   1,145万 2千円増

デジタル STBリ ース料   143万 9千円増

スマー トコミュニティ事業調査委託料

919万 5千円増

嘉穂小学校造成工事等

2億 6,694万 6千円増

総額 255億 11844万 4千円

総額 60億5,660万 9千円

総額 56億2,909万 4千円

総額  11億 7,818万 5千円

議会だより かまし(22号 )

総額/5億 8,385万 3千円増額の390億2,724万 3千円



市 営住宅の

入居促進を図る

市
営
住
宅
条
例

・
特
定

公
共
賃
賞
住
宅
条
例

・
単

身
者
賃
貨
住
宅
条
例
の

一

部
を
改
正

市
営
住
宅
、
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
及
び
単
身
者
賃

貸
住
宅
の
入
居
者
資
格
で

あ
る

「市
内
に
３
ヶ
月
以

上
居
住
」
す
る
居
住
要
件

を
廃
止
し
、
市
外
か
ら
の

入
居
促
進
を
図
り
ま
す
。

（５
ぺ
―
ジ
に
関
連
記
事
）

災 害弔慰金の

支給対象を拡大

市 長・目U市 長 の

給 料 を減 額

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を

改
正

３
月
Ｈ
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災

に
お
け
る
災

害
被
災
者
支
援

の

一
環
と

し
て
、
災
害
弔
慰
金

の
支

給
対
象
と
な
る
遺
族

の
範

囲
は
、
従
前
は
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
遺
族
が
い
ず
れ

も

い
な

い
場
合
で
、
同

一

生
計

の
兄
弟
、
姉
妹
が
い

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
方
も

災
害
弔
慰
金

の
支
給
対
象

と
す
る
も
の
で
す
。

（５
ぺ
―
ジ
に
関
連
記
事
）

嘉
麻
市
市
長
及
び
副
市

長
の
給
料
の
減
額
支
給
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

嘉
麻
市
職
員
に
よ
る
不
祥

事
２
件

（暴
力
事
件

・
横

領
事
件
）
が
発
生
し
た
こ

と
に
伴

い
、
市
行
政
の
責

任
者
と
し
て
、
自
ら
戒
め

る
た
め
、
市
長
及
び
副
市

長
の
給
料

に
つ
い
て
、
平

成
２３
年
１０
月
１
日
か
ら
Ｈ

月
３。
日
ま
で
の
２
カ
月
間
、

現
行
の
給
料
額
か
ら
１０
％

を
減
額
し
ま
す
。

（本
会
議
で
の
質
疑
は
）

質
　
市
長
自
ら
が
責
任
を
と

っ
て
給
料
減
額
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る

が
、
合
併
前
の
旧
団
体

に

お
い
て
は
、
職
員
を
懲
戒

免
職

に
し
た
と
き
は
、
３

ヵ
月
の
減
額
と
な

っ
て
い

る
。
ま
た
、
な
ぜ
、
２
カ

月
な
の
か
。
２
件

の
不
祥

事
を
考
慮
し
て
の
こ
と
か
。

笙
口
　
前
例
は
あ
る
程
度
調
査

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
、

副
市
長
に
つ
い
て
は
、
人

事
諮
問
委
員
会
で
検
討
す

る
こ
と
で
は
な

い
の
で
、

減
額
の
期
間
は
自
主
的
判

断
に
よ

っ
て
決
定
し
た
。

ま
た
、
暴
力
事
件
に
つ
い

て
も
加
味
し
て
い
る
。

質
　
懲
戒
処
分
を
し
て
、
１

ヵ
月
ほ
ど
経
過
し
て
い
る

が
、
人
員
の
補
充
は
。

笙
口
　
処
分
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
そ
の
課
の
職
員
な

の

で
、
補
充
は
行

っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
中
途
で
の
人

事
異
動
は
難
し
い
も
の
が

あ
る
の
で
、
時
期
を
み
て

早
急

に
対
応
し
た

い
。

質
　
再
発
防
止
の
た
め
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
は
ど
う
す
る

の
か
。

竺
目
　
財
務
会
計
を
通
ら
な

い

準
公
金

の
洗

い
出
し
を
し
、

会
計
管
理
者
と
と
も
に
問

題
点
の
指
導
を
行

い
、
再

発
防
止
を
は
か
り
た

い
。

暴
力
事
件

に
つ
い
て
も
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境

づ
く
り
を
周
知
徹
底
し
た

い
。

質
　
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
は

確
か
に
悪

い
が
、
被
害
者

に
も
問
題
が
あ

っ
た
の
で

は
な

い
か
。

基
口
　
公
平
に
被
害
者
、
加
害

者
の
陳
述
書
を
読
ん
で
、

停
職
３
ヵ
月
と

い
う
処
分

を
行

っ
た
。
被
害
者

に
対

し
て
も
、
今
後
２
度
と
こ

の
よ
う
な

こ
と
の
な

い
よ

う
に
、
上
司
と
し
て
指
導

を
し
て
ほ
し
い
と
口
頭
注

意
を
し
て
い
る
。

（４
ぺ
―
ジ
に
関
連
記
事
）

市営住宅

議会だよりかまし(22号 )
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定例会中に開催 された委員会の審
査や活動を報告 します。

務財政委員会

嘉
麻
市
市

長

及
び
副

市

長

の
給
料

の
減
額

支
給

に
関
す

る
条
例

を
制
定

（条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
３
ぺ
―
ジ
に
記
載
）

委
員
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
不
祥
事
が
三
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
事
務
処
理

体
制
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

公
金
以
外
の
現
金
に
は
携

わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
な

ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
の
意
見
に
対
し
て

執
行
部
よ
り
、
今
回
の
事

案
は
、
現
金
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
不
適
正
な
事

務
が
常
態
化
し
て
い
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
各
課

で
の
公
金
以
外
の
現
金
の

取
り
扱

い
や
管
理
状
況
、

決
裁
ラ
イ
ン
の
状
況
を
調

査
し
て
い
る
。

ま
た
、
行
政
評
価

に
取

懸瓢騨聾″い
鑢^岬瓢）審
へり嘲詢卿康″鵠劉帥畔

る
こ
と
や
、
現
金
を
取
り

´

森 委員

機

疇暢

驀

扱
う
機
会
を
減
ら
す

こ
と

が
防
止
対
策

に
も
繋
が
る

と
思
う

の
で
、
関
係
各
課

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た

い
と

の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
懲
戒
処
分
の
基

準
を
明
確
化
す
べ
き
で
な

い
か
と

の
意
見

に
対

し
、

産
業
医
や
弁
護
士
等
の
見

解
を
聞
き
な
が
ら
、
処
分

を
行

っ
た
が
、
指
針
の
内

容
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

他
自
治
体
の
事
例
等
も
参

考
に
検
討
し
た
い
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
化

に

つ
い
て
は
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
難

し
い
が
、
検
討
の
必
要
が

あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

事務処理体制の

見直 しを

議会だより かまし(22号 )



０
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再度、
危険箇所の見直 しを

災
害

弔
慰
金

の
支
給

等

に
関

す

る
条
例

の

一
部
を
改
正

（条
例
の
内
容
に
つ
い
て

は
３
ぺ
―
ジ
に
記
載
）

委
員
よ
り
、
災
害
弔
慰

金
の
支
給
や
援
護
資
金
の

貸
付
等

の
適
用
条
件
を
問

う
質
問
に
対
し
、
対
象
と

さ
れ
る
災
害
は
、
地
震
、

風
水
害
、
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
で
、
１
市
町
村
に

お

い
て
５
世
帯
以
上
滅
失

す
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る

い
は
県
内

に
お
い
て
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市

町
村
が
１
以
上
あ
る
場
合

な
ど
に
こ
の
条
例
の
適
用

を
受
け
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方

に
弔

慰
金
が
、
重
篤
な
障
が
い

を
負
わ
れ
た
方
に
は
見
舞

金
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ

る
ほ
か
、
家
屋
に
重
大
な

被
害
を
受
け
た
世
帯
な
ど

に
は
援
護
資
金
を
貸
し
付

け
て
い
る
旨

の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

直
近
の
支
給
実
績
と
し

て
は
、
平
成
２‐
年
７
月
の

豪
雨
災
害
の
際

に
弔
慰
金

を
１
件
５
０
０
万
円
支
給

し
た
ほ
か
、
援
護
資
金
を

３
件
で
３
３
０
万
円
貸
し

付
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。委

員
か
ら
は
、
未
曾
有

の
災
害
は
、
ど
こ
の
地
区

で
も
起

こ
り
う
る
の
で
、

防
災
会
議
等
を
開
催
し
、

緊
急

に
危
険
箇
所

の
見
直

し
を
し
て
い
た
だ
き
た

い

旨

の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

民生文教委員会

産業建設委員会鴨
田上委員

（頭輛菫）酪二轟螂」７轟』̈
嘲ほ畔つは湖ン蹴

中心齢斑ψ崚

人 口流出 と

空 き家対策 を

市
営
住
宅
条
例

・
特

定
公
共
賃
貨
住
宅
条

例

・
単
身
者
賃
貨
住

宅
条
例
の

一
部
を
改

正
３

議

案

は

、

市

営

住

宅
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

及
び
単
身
者
賃
貸
住
宅

ヘ

の
転
入
者

の
入
居
促
進
が

図
れ
る
よ
う
入
居
者
資
格

に
つ
い
て
所
要

の
見
直
し

を
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
現
在
、

市
営
住
宅
、
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
及
び
単
身
者
賃
貸

住
宅

の
入
居
者
資
格

に
つ

い
て
は
、

「市
内

に
３
ヶ

月
以
上
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い

る
者
」
と
定
め
、
市
外
か

年
の
人
口
流
出
に
伴

い
、

市
営
住
宅
等
に
空
き
家
が

目
立
ち
始
め

て

い
る
た

め
、
市
外
か
ら
の
転
入
者

の
入
居
資
格
の
緩
和
を
行

い
、
入
居
促
進
を
図
る
も

の
で
す
。

主
な
改
正
内
容
に
つ
い

て
は

、

市

営

住

宅

は

、

「市
内

に
３
ヶ
月
以
上
居

住
」

の
要
件
を
削
除
し
、

「市
外
居
住
者

に
あ

っ
て

は
、
独
立

の
生
計
を
営
む

者

で
、
公
営
住
宅

の
使
用

料
等

の
支
払
能
力
を
有
す

る
者

で
あ
る
こ
と
」
を
要

件

と

し

て
追

加

し

、

ま

た
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

及
び
単
身
者
賃
貸
住
宅

に

つ
い
て
は
、

「市
内

に
３

ヶ
月
以
上
居
住
」

の
要
件

を
削
除
し
て
い
る
と

の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
３
議
案

と
も

に
全
会

一
致

で
可
決

し
ま
し
た
。

北冨副委員長

坂口委員

特定公共賃貸住宅

議会だよりかまし(22号 )



人事案件

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

了
に
伴
い
、
次
の
方
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
全

会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

手
嶋
絹
代
氏

（嘉
穂
）

円
高
是
正
の
た
め
の

総
合
的
な
対
策
を

求
め
る
意
見
書

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

円
高
是
正
の
た
め
の
総
合

的
な
対
策
を
迅
速
か
つ
適

切
に
講
じ
る
こ
と
を
強
く

要
請
す
る
も
の
で
す
。

電
力
多
消
費
型
経

済
か
ら
の
転
換
を
求

め
る
意
見
書

電
力
多
消
費
型
経
済
か

ら
転
換
さ
せ
る
た
め
、
省

エ
ネ
型
家
電

へ
の
買
い
替

え
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
普
及

を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
、

３
項
目
を
実
施
す
る
よ
う

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

圭
日被

災
自
治
体
に
対
す
る

復
興
費
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
確
保
し
、

自
治
体
の
財
政
が
悪
化
し

な
い
よ
う
各
種
施
策
を
十

分
に
講
ず
る
こ
と
な
ど
、

３
項
目
の
実
現
を
国
に
求

め
る
も
の
で
す
。

原
子
力
か
ら
の
脱
却

に
関
す
る
意
見
書

原
子
力
発
電
か
ら
脱
却

し
、
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

転
換
し
た
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
定
め
る
こ
と

な
ど
、
５
項
目
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
国
に
求
め
る

も
の
で
す
。

「
非
核
三
原
則
」
の

法
制
化
を
求
め
る
意

見
書唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
、

「非
核
三
原
則
」

の
法
制

化
を
早
急

に
実
現
す
る
よ

う
国
に
要
請
す
る
も
の
で

す
。

高
齢
者
医
療
制
度

改
革
に
関
す
る
意
見

圭
日後

期
高
齢
者
医
療
を
廃

止
し
、
国
民
健
康
保
険
に

一
本
化
す
る
と
と
も
に
、

都
道
府
県
単
位
の
運
営
と

す
る
な
ど
、
３
項
目
の
実

現
に
つ
い
て
、
国
に
要
望

す
る
も
の
で
す
。

合
併
特
例
債
の
特

例
措
置
の
期
間
延

長
を
求
め
る
意
見
書

合
併
後
、

１０
年
で
期
限

切
れ
と
な
る
合
併
特
例
債

の
特
例
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
な
ど
、
２
項
目
の
実

現
に
つ
い
て
、
国
に
要
望

す
る
も
の
で
す
。

脂
画
時
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

８
月
４
日

（本
）
、
平

成
２３
年
第
２
回
臨
時
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案

は
、
嘉
穂
地
区
小
学
校
統

合
に
伴
う
も
の
で
、
大
隈

小
学
校
、
宮
野
小
学
校
、

宮
野
小
学
校
桑
野
分
校
、

足
自
小
学
校
、
千
手
小
学

校
、
及
び
泉
河
内
小
学
校

の
５
小
学
校
１
分
校
を
廃

校
し
、
新
た
に
嘉
穂
小
学

校
に
統
合
す
る
た
め
の
条

例
、
学
校
用
地
の
取
得
の

た
め
の
議
案
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決

と
な
り
ま
し
た
。

意兒書

議会だより かまし(22号 )



議案の結果一覧 (9月 定 glJ会 )

各委 員会で審査 された議 案を本会議 で採決 した結 果

○・

△
・

*・

・全会一致

・賛成多数

・討論あり

議案第37号  市長及び副市長の給料の 10%を 2ヵ 月間減額する

″第38号  住民投票条例における直接請求制度の請求代表者の資格制限を行う

議案第39号  法改正に伴い、災害弔慰金の支給対象となる遺族の範囲を拡大する

議案第40号  市外からの市営住宅への転入者の入居促進を図るため、入居資格を緩和する

″第41号  市外からの特定公共賃貸住宅への転入者の入居促進を図るため、入居資格を緩和する

″第42号  市外からの単身者賃貸住宅への転入者の入居促進を図るため、入居資格を緩和する

議案第43号  平成23年度 一般会計補正予算 (第 3号 )

″第44号  平成23年度 国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 2号 )

″第45号  平成23年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 1号 )

認定第1号   平成22年度 一般会計歳入歳出決算

″第2号  平成22年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

″第3号  平成22年度 老人保健事業特別会計歳入歳出決算

″第4号  平成22年度 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

″第5号   平成22年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算

″第6号  平成22年度 介護保険事業特別会計歳入歳出決算

″第7号  平成22年度 水道事業会計決算

決議第1号   平成23年度 一般会計補正予算 (第 3号)に対する附帯決議

7  議会だよりかまし(22号 )



イ、

田 中 日 本 明
施政方針について

議 員

赤 間  幸 弘  議 員
嘉麻日赤病院について

田 上   孝 樹  議 員
自然災害における防災対策について

田 淵 千 恵 子  議 員
嘉麻市織田廣喜美術館の活性化
について

藤    伸 一  議 員

緊急医療情報キットについて

山 本  幹 雄  議 員

国保の特定健診、特定保健指導
について

山 倉  敏 明  議 員
行政区、行政区長、隣組長について

宮 原  由 光  議 員
熊ヶ畑地区の産業廃棄物処理施設
について

廣 方 悟  議 員
産業の振興 について

田 中  義 幸  議 員
ケーブルテレビ事業について

中 村  春 夫  議 員
環境行政 について

吉 永  雪 男
住宅政策について

議 員

9P

10P

1lP

12P

13P

9P

10P

1lP

12P

13P

14P14P

議会だより かまし (22号 )



質
　
△
フ
回
は
、
施
政
方
針

に
つ
い
て
質
問
す
る
。
施

政
方
針
で
自
治
基
本
条
例
、

男
女
共
同
参
画
条
例
を
施

行
し
、
基
本
ル
ー
ル
が
整

っ
た
の
で
、
本
格
的
な
ま

ち
づ
く
り

へ
踏
み
出
す
重

要
な
年
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
自
治
基
本
条
例
を
全

う
す
る
な
ら
、
行
政
は
前

に
進
ま
な

い
と
い
う
自
治

体
も
あ
る
が
、
市
長
の
考

え
は
。

松
岡
市
長
　
住
民
と
の
協

働
、
住
民
主
体
で
や

っ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
。
住

民
投
票
条
例
も
あ
り
、
私

は
き
ち
ん
と
進
ん
で
い
く

と
考
え
て
い
る
。

質
　
自
主
的
行
政
改
革
の

推
進
と
は
、
ど
の
様
な
施

策
な
の
か
。

中
嶋
財
政
課
長
　
財
政
基

盤
を
安
定
さ
せ
、
財
政
資

源
を
効
果
的
に
配
分
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
だ
。

質
　
行
政
資
源
の
効
果
的

配
分
と
は
。

財
政
課
長
　
外
部
評
価
の

活
用
、
実
施
方
法
の
改
善
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
の
徹
底
が
必
要
だ
と
考

えヽ
ス
）。

質
　
そ

の
実
施

に
は
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
は
。

財
政
課
長
　
定
員
適
正
化

計
画
に
伴
う
組
織
の
体
制

づ
く
り
が
重
要
に
な
る
。

質
　
総
合
計
画
で
の
施
策

は
、
ど
の
様
に
実
施
さ
れ

た
の
か
。

福
田
企
画
調
整
課
長
　
」込

賀
川

ハ
ー
ト
フ
ル
嘉
麻
の

里

の
創
造
を
視
点
と
し
、

市
民
と
の
協
働
、
健
全
財

政
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

質
　
人
口
増

の
第

一
歩
は
、

衣
食
住
の
整
備
だ
と
考
え

る
。
人
口
増
に
つ
な
げ
る

た
め
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長

　

（自
治
体
）
破
た

ん
回
避
に
は
行
財
政
改
革

の
断
行
と
市
民
参
加
型
の

ま
ち
づ
く
り
し
か
な

い
。

つ
ま
り
、
市
民
に
開
か
れ

た
市
民
参
加
型
の
公
平
公

正
な
透
明
度
の
高

い
行
政

を
目
指
す
。
そ
の
た
め
の

自
治
基
本
条
例
だ
。
そ
し

て
、
豊
な
自
然
と
歴
史

・

文
化
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
教
育
、
人
づ
く

り
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が

嘉
麻
市
を
発
展
さ
せ
る
源

流
だ
と
考
え
る
。
皆
さ
ん

が
嘉
麻
市
に
住
み
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
こ
と
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

要
望
　
施
政
方
針
が
成
し

遂
げ
ら
れ
れ
ば
、
す
ば
ら

し
い
市
に
な
る
。
そ
の
こ

と
を
自
覚
し
今
後
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

田 中 日 本 明 議 員

施政方針について

間.人口増につなげる施策は

答.教育、人づくりに力を入れ
ることが嘉麻市を発展させ

る源流だと考える

(`1

糧

熙
これまでに策定

された各種計画書

ゝ ‐ ′ 1

田中議員

山 倉 敏 明 議 員

行政区、行政区長、隣組長について

間.公平で公正な行政運営を
目指す中.隣組長の身分
の続―を

答.意見・要望を受け、整理統合に

向け進んでいきたい

質
　
区
長
、
町
内
会
長
の

名
称
を
統

一
し
た
時
期
は

い
つ
か
。

松
本
総
務
課
長
　
〈口
併
後

の
平
成
１８
年
１０
月
１０
日
の

地
区
代
表
者
会
議
で
、
名

称
が
統

一
さ
れ
て
い
る
。

質
　
旧
市
町
別
の
行
政
区

と
隣
組
の
数
、
及
び
そ
の

世
帯
数
は
。

総
務
課
長
　
４
月
１
日
現

在
で
、
山
田
地
区
は
行
政

区
数
３２
ヽ
隣
組
数
４
０
１

世
帯
数
４
２
１
３
、
稲
築

地
区
は
行
政
区
数
２７
ヽ
隣

組
数
４
９
５
、
世
帯
数
７

３
７
２
、
碓
井
地
区
は
行

政
区
数
２２
ヽ
隣
組
数
１
５

６
、
世
帯
数

１
９
４
８
、

嘉
穂
地
区
行
政
区
数
３‐
、

隣
組
数
２
２
５
、
世
帯
数

２
７
１
６
で
あ
る
。

市
全
体
で
は
、
行
政
区

数
１
１
２
、
隣
組
数
１
２

７
７
、
世
帯
数
１
万
６
２

４
９
で
あ
る
。

質
　
行
政
区
長
、
隣
組
長

の
身
分
は
。

総
務
課
長
　
行
政
区
長
は

非
常
勤
特
別
職
、
隣
組
長

は
稲
築
地
区
を
除
き
非
常

勤
特
別
職
で
あ
る
。

質
　
稲
築
地
区
の
隣
組
長

の
身
分
の
扱
い
は
。

総
務
課
長
　
特
別
職
で
は

な
い
の
で
、
回
覧
板
の
配

付
中
に
事
故
に
遭
わ
れ
て

も
公
務
災
害
の
対
象
に
な

ら
な
い
。

質
　
途
中
で
事
故
に
遭

っ

て
も
何
の
保
証
も
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で

よ
い
の
か
。

総
務
課
長
　
隣
組
長
は
身

分
の
調
整
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
代
表
者
会
議

で
再
度
お
願

い
し
、
身
分

の
統

一
を
図
り
た
い
。

質
　
自
治
基
本
条
例
を
制

定
し
、
公
平
で
公
正
な
行

政

運

営

を

目

指

す

中

、

（行
政
が
）
自
ら
出
向
き
、

公
平
な
立
場
か
ら
身
分
の

統

一
に
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
説
得
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
自
治
基
本
条

例
を
浸
透
し
て
い
く
と
い

う
観
点
か
ら
も
、　
一
担
当

課
だ
け
で
は
な
く
、
市
長
、

副
市
長
も
出
向
き
、
是
非

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
課
長
　
各
行
政
区
か

ら
の
意
見

・
要
望
を
受
け
、

整
理
統
合
に
向
け
進
ん
で

い
き
た

い
。

そ
の
他
に
嘉
穂
総
合
運
動

公
園
の
整
備
に

つ
い
て
も

質
問
し
ま
し
た
。

山倉議員

議会だより かまし (22号 )



赤 間 幸 弘 議 員

嘉麻日赤病院について

間.建て替えとなつた
ときの場所は ?

答.ぜひ山田高校跡地に
願 い ス

=い
。

質
　
嘉
麻
日
赤
病
院
は
築

約
３０
年
が
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化

に
伴
う
建

て
替
え

計

画

が
あ

る
と

聞

く

が

、

そ
の
進
捗
状
況
は
。

福
田
企
調
整
課
長
　
当
初

建

て
替
え
時
期
は
１０
年
後

く
ら

い
だ

っ
た
が
、
今
は

３
年

か
ら
５
年
後
と
聞

い

て
い
る
。
病
院
内

で
の
議

論
が
ま
と
ま

っ
て
い
な

い

の
で
、
計
画
書
作
成
ま

で

至

っ
て
な

い
状
況
で
あ
る
。

質
　
嘉
麻
市
南
部
地
域

の

医
療

の
拠
点

で
あ
る
嘉
麻

日
赤
病
院
が
建

て
替
え
ら

れ
る
場
合
に
は
、
ど
の
場

所
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
嘉
麻
市
の
高

齢
化
が
進
む
中
、
山
田
地

区
か
ら
移
動
す
る
と
交
通

弱
者
に
と

っ
て
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
な
る
。

過
去
に
、
山
田
地
区
の

住
民
が
資
財
等
を
投
げ
打

っ
て
、
大
変
苦
労
さ
れ
て

建
て
替
え
ら
れ
た
経
緯
も

あ
り
、
嘉
麻
市
南
部
地
域

の
医
療
施
設
と
し
て
市
民

病
院
的
な
役
割
を
担

っ
て

も
ら

っ
て
い
る
。
現
在
の

病
院
横

の
山
田
高
校
跡
地

に
ぜ
ひ
新
築

の
お
願

い
を

強
力

に
進
め

て
い
き
た

い

と
考
え

て
い
る
。

難
視
聴
地
域
に
つ
い
て

質
　
市
内

の
難
視
聴
世
帯

を
把
握
し
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長
　
市
内
２

９
８
世
帯
が
難
視
聴
世
帯

で
、
そ

の
う
ち
２
２
１
世

帯

に
辺
地
共
聴

ア
ン
テ
ナ
、

チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
等
を
行

い
、
残
り

の
７７
世
帯
は
衛

星
回
線
を
使
用
し
て
暫
定

的
な
措
置
で
対
応
し
た
。

質
　
市
全
域

の
情
報
イ

ン

フ
ラ
整
備
を
す
る
こ
と
が

将
来

の
嘉
麻
市
浮
揚

に
大

き
く
貢
献
す
る
と
考
え

る
。

難
視
対
策
も
サ
ー
ビ

ス

の

一
つ
と
し
て
、
高
齢
者

の
安
否
確
認
や
買

い
物
難

民

の
支
援
な
ど

の
福
祉

や

医
療

・
教
育

・
企
業
誘
致

と

い

っ
た

観

点

か
ら

も

、

多
大
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て

い
る
の
か
。

市
長
　
〈
フ
か
ら
は
情
報

の

充
実
、
通
信
網

の
整
備
は

各
自
治
体

に
は
欠
か
せ
な

い
課
題

で
あ
る
。
今

の
う

ち

に
情
報
イ

ン
フ
ラ
整
備

を
し
な

い
と
嘉
麻
市
は
大

き
く
立
ち
遅
れ
る
と
考
え

て
い
る
の
で
、
情
報
通
信

網

の
全
市
拡
張

の
計
画
を

決
意
し
て
い
る
。

赤間議員

日赤病院

宮 原 由 光 議 員

熊ヶ畑地区の産業廃棄物処理施設について

間.公用車に同乗させ
行政区長連合会役員を
顧問弁護士に案内した
ことは問題だ

答。指摘は十分理解する

質
　
６
月
議
会
の

一
般
質

問
で
、
内
容
が
間
違

っ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
わ
れ

た
部
分
に
つ
い
て
、
①
熊

ヶ
畑
分
館
長
名
と
３
行
政

区
長
名
で
提
出
し
た
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
が

間
違

っ
て
い
る
の
か
。
②

市
長
は
連
合
会
長
が
締
結

し
た
の
で
は
な
く
、
連
合

会
が
締
結
し
た
と
断
言
し

た
が
、
こ
の
件
で
市
長
は

連
合
会
長
と
密
接
に
関
わ

り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

松
岡
市
長
　
二思
見
書
に
つ

い
て
は
、

「連
合
会
の
会

長
が
協
定
を
締
結
し
た
の

で
あ

っ
て
」
と
い
う
部
分

が
、
連
合
会
と
し
て
締
結

し
た
の
で
、
個
人
で
は
な

い
と
言

っ
た
。
そ
こ
が
違

っ
て
い
る
。
こ
の
産
廃
問

題
に
関
し
て
、
連
合
会
長

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
は
な
い
。

質
　
連
合
会
が
業
者
と
協

定
を
締
結
す

る

こ
と

で
、

市
は
締
結
前
に
連
合
会
役

員
を
弁
護
士
に
案
内
し
た

と
聞
い
た
が
、
そ
の
事
実

確
認
と
経
過
は
。

平
嶋
環
境
課
長
　
昨
年
Ｈ

月
５
日
に
案
内
し
た
。
環

境
課
は
弁
護
士
に
相
談
に

行
く
予
定
で
あ
り
、
そ
の

数
日
前
に
連
合
会
か
ら
弁

護
士
に
相
談
し
た
い
の
で
、

行
く
機
会
が
あ
れ
ば
案
内

し
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ

っ
た
た
め
、
公
用
車
に
同

乗
さ
せ
案
内
し
た
。

質
　
公
用
車
に
同
乗
さ
せ

案
内
し
た
の
は
問
題
で
あ

る
。
今
回
は
特
に
連
合
会

も
産
廃
問
題
で
相
談
し
て

お
り
、
行
政
と
連
合
会
が

同
調
し
、
行
政
が
協
定
締

結
に
加
担
し
た
と
思
わ
れ

て
も
仕
方
が
な
い
行
為
で

あ
る
。
疑
わ
れ
る
行
為
は

や
め
る
べ
き
。

市
長
　
指
摘
は
十
分
理
解

す
る
が
、
担
当
課
は
や
む

な
く
同
乗
さ
せ
た
。
弁
護

士
に
相
談
し
た
内
容
は
行

政
と
違

っ
て
い
る
。
市
の

要
請
で
公
用
車
に
同
乗
さ

せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
今

回

の
場
合

は
違
う

の
で
、

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
田
白
馬
霊
園
に
つ
い
て

質
　
山
田
自
馬
霊
園
の
現

状
と
増
設
計
画
は
。

環
境
課
長

１
３
４
区
画
す

べ
て
完
売
済
み
で
、
墓
石

が
建

っ
て
い
な

い
の
が
１２

区
画
あ
る
。

１０
年
し
て
建

っ
て
な

い
の
は
取
消

し
、

増
設
計
画
は
な

い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
対
応
し
た
い
。

宮原議員

白馬霊園
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田 上 孝 樹 議 員

自然災害における防災対策について

間.災害に強いまちづくり

について

答.嘉麻市の実態に応じた

対策が必要

質
　
災
害

に
強

い
ま
ち
づ

く
り
は
防
災
力

の
向
上

に

あ
る
と
思
う
。
災
害
予
防

策

の
強
化

や
災
害

へ
の
事

前

の
備
え
を
中
心
と
し
た

計
画
が
重
要

で
あ
る
と
考

え

る
が
、
現
時
点

で
の
防

災
計
画
が
ど

の
程
度

の
災

害
を
想
定
し
、
ど

の
よ
う

な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い

る
の
か
。

松
本
総
務
課
長
　
例
え
ば
、

震

度

い
く

ら

以

上

と

か

、

豪
雨
何

ミ
リ
以
上
と
か
具

体
的

に
は
盛
り
込
ん
で
い

な

い
。
今
回
、
東
日
本

の

大
震
災
を
受
け
て
、
県

の

方

で
は
見
通
し
を
図

っ
て

い
る
。
県

の
取
り
組
み
を

受
け
て
市

の
防
災
計
画

に

つ
い
て
練
り
直
し
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階

に

な

っ
て
い
る
。

質
　
一局
齢
化
や
中
山
間
地

域

に
住
む
方

の
上
砂
災
害

を
想
定
し
た
避
難

の
あ
り

方
等
、
生
命
を
守

る
観
点

か
ら
行
政
と
し
て
ど
う
さ

れ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
危
険
箇
所
を

中
心

に
人
家

の
あ
る
と

こ

ろ
は
厳
重

に
周
回
し
な
が

ら
自
主
避
難
を
呼
び
か
け

る
。
勧
告
を
出
す
場
合
は
、

し

っ
か
り
し
た
判
断

の
上
、

臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い

質
　
一局
齢
者

や
障
が

い
者
、

要
援
護
者

の
避
難
対
策

の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

総
務
課
長
　
〈
フ
か
ら

の
作

業
だ
が
、
現
在
、

シ
ス
テ

ム
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
れ
が
で
き
れ
ば
市
ま
た

は
民
生
委
員
、
区
長
、
隣

組
長

で
共
有
す
る
こ
と

で

対
応

で
き
る
と
思

っ
て
い

る
。
そ
れ
と
、
今
回
、
旧

市
町
各
地
に
１
カ
所
ず

つ

福
祉
避
難
施
設
を
設
け
た
。

質
　
災
害
時
、
車
イ
ス
の

方
な
ど
連
れ
て
行
か
れ
る

方
は
決
ま

っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
原
則
的
に
は

家
族
と
な
る
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
職
員
、
消
防
団

員
等
を
通
じ
て
移
送
の
手

伝
い
を
す
る
。

質
　
想
定
外
の
災
害
は
起

こ
り
う
る
と
の
認
識
で
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画

と
と
も
に
個
人
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
大
事

か
と
思
わ
れ
る
が
。

松
岡
市
長

　

ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
両
面
か
ら
嘉
麻
市

の

実
情

に
応
じ
て
対
応
し
て

い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思

っ
て
い
る
。

※
　
ワ」
の
ほ
か
、
買
い
物

弱
者
支
援
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

田上議員

廣 方 悟 議 員

産業の振興について

間.企業誘致の為の産業拠点 (工場団地}

構想を農業=農村の支援を積極的に

答。産業拠点(工場団地)構想が必要である。

農業はいろんな機能をもっている、

それについて支援を積極的に進める。

質
　

，し
」
近
年
嘉
麻
市
の

人
口
減
少
は
年
約
６
０
０

名
が
減
少
し
、
そ
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

必
要

が
あ

る
。
そ

こ
で
、

本
年
春
に
卒
業
し
た
高
校

生
の
進
路
状
況
及
び
市
内

企
業

へ
の
就
職
状
況
は
。

松
岡
産
業
振
興
課
長
　
３

校
の
卒
業
生
は
合
わ
せ
て

４
４
７
名
、
う
ち
就
職
者

は
１
７
８
名
だ
。
ま
た
、

嘉
麻
市
内

へ
の
就
職
者
は

Ｈ
名
だ
。

質
　
１
７
８
名
の
内
、
わ

ず
か
Ｈ
名
し
か
地
元
の
企

業
に
就
職
し
な
か

っ
た
実

態

が
明
ら
か

に
な

っ
た
。

裏
を
返
せ
ば
雇
用
環
境
の

整
備
が
最
重
点
課
題
で
あ

る
こ
と
が
見
え
て
く
る
と

思
う
。
そ
こ
で
、
企
業
誘

致
の
為
の
工
場
団
地
の
現

状
は
。

産
業
振
興
課
長
　
工
場
団

地
に
つ
い
て
は
、
今
な

い
。

そ
れ
を
ま
ず

一
番
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
　
嘉
麻
市
と

し

て
は
、

今
後
、
戦
略
上
重
要
な
３

２
２
号
バ
イ
パ
ス
、
八
丁

峠
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
れ

ば
、
新
た
な
産
業
動
脈
に

よ
る
企
業
誘
致
が
可
能
と

な
り
、
そ
の
為
の
産
業
拠

点

（工
場
団
地
）
構
想
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
企
業
立
地
促

進
体
制
の
強
化
と
産
業
拠

点
地
域
を
構
築
し
て
い
く
。

農
業

・
農
村
の
振
興
に
つ

い
て

質
　
一景
麻
市
の
基
幹
産
業

と
し
て
の
農
業
は
、
農
業

所
得
の
減
少
、
後
継
者
不

足
、
或
い
は
農
業
就
業
者

の
高
齢
化
な
ど
、
こ
の
ま

ま
だ
と
衰
退
の

一
途
を
た

ど

っ
て
お
り
、
産
業
と
し

て
の
農
業
が
崩
壊
し
、
結

果
、
農
村
集
落
が
崩
壊
す

れ
ば
、
公
的
負
担
が
増
大

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
集
落
営
農
組
織
作
り
に
、

農
協
な
ど
と
関
係
機
関
が

連
携
し
支
援
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
農
業
施
設

の
維
持
管
理
や
有
害
鳥
獣

対
策
な
ど
市
単
独
事
業
の

積
極
的
支
援
が
必
要
で
あ

′一
。

市
長
　
営
農
組
織
を

モ
デ

ル
化
し
、
そ

こ
に
大
き
な

支
援
を
や

っ
て
い
く
。
ま

た
農
業
は
い
ろ
ん
な
機
能

を
も

っ
て
い
る
、
そ
の
重

要
性
を
実
現
で
き
る
よ
う

支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
。

※
　
他
に
自
然
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
研
究

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

廣方議員

国道322号大力付近
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質
　
随
意
契
約
で
７
年
以

上
も
九
州
都
市
整
備
セ
ン

タ
ー

ヘ
業
務
委
託
を
し
て

き
た
疑
念
が
あ
る
。
決
し

て
同
社
に
業
務
委
託
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
な
い
。

市
長
　
担
当
課
と
も
う

一

度
協
議
を
し
て
、
課
題
が

あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

質
　
予
定
価
格
設
定
に
疑

念
が
あ
る
。
平
成
２３
年
３

月
に
導
入
し
た
デ
ジ
タ
ル

Ｓ
Ｔ
Ｂ

（有
料
番
組
を
見

る
た
め
の
端
末
）
は
１
台

当
た
り
の
購
入
価
格
が
３

万

８
６
７
７
円

に
な

る
。

今
回
の
補
正
予
算
で
は
３

万
７
７
０
０
円
だ
。
私
が

調
査
し
た
こ
の
機
種
の
価

格
は
１
万
４
千
円
だ
。

市
長
　
資
料
を
も
ら

っ
て

い
る
。
調
査
を
し
た
い
。

質
　
約
６
１
７
５
万
円
と

約
１
１
８
５
万
円
が
事
業

者
の
利
益
に
な

っ
て
い
る
。

膨
大
な
数
字
だ
。
決
め
ら

れ
た
価
格
は
流
通
価
格
の

２
．
８
倍
だ
が
、
適
正
価
格
と

思

っ
て
い
る
の
か
。

松
本
総
務
課
長
　
適
正
と

の
判
断
で
予
定
価
格
を
決

定
し
た
。

質
　
設
計
価
格
を
決
め
た

九
州
都
市
整
備
セ
ン
タ
ー

に
疑
念
を
持

っ
て
い
る
。

市
長
　
適
正
と
い
う
前
提

で
や
っ
て
い
る
。

質
　
業
者
選
定
の
疑
念
が

あ
る
。
平
成
２２
年
Ｈ
月
リ

プ

レ
ー
ス
事
業
は
九
電
工

が
、

２３
年
３
月
の

一
部
試

験
拡
張

工
事
も
九
電

工
、

２３
年

３
月

の
デ
ジ
タ

ル

Ｓ
Ｔ
Ｂ
を
２
５
０
０
台
導

入
し
た
の
も
九
電
エ
グ
ル

ー
プ
、
全
て
九
電
工
関
係

だ
。
お
か
し
い
と
思
わ
な

し

ヵ

市
長
　
全
体
と
し
て
正
当

と
思

っ
て
い
る
。

質
　
執
行
部
が
諫
言
し
て

い
る

に
も

か
か
わ
ら
ず

、

市
長
が
耳
を
貸
さ
な

い
と

い
う
声
が
聞
こ
え
る
。

市
長
　
私
が
正
し
い
。
諫

言
に
当
ら
な
い
。
委
託
業

者
に
つ
い
て
諫
言
は
な
い
。

福
祉
バ
ス
に
つ
い
て

質
　
稲
築
地
区
で
は
第
２

火
曜
日
が
、
碓
井
地
区
は

土
、
日
、
祭
日
、
年
末
年

始
が
運
休
日
と
な

っ
て
い

て
、
地
域
的
差
別
が
あ
る
。

市
長
　
公
平
公
正
に
な
る

よ
う
鋭
意
努
力
し
た
い
。

※
　
他
に
防
犯
灯
、
公
営

住
宅
の
維
持
管
理
、
嘉
穂

地
区
小
学
校
統
合
問
題
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

田 中 義 幸 議 員

ケーブルテレビ事業について

間.設計価格を決めた九州都市
整備センターに疑念がある

答.適正という前提でやっている

デジタルセットトップボックス

田中議員

田 淵 千 恵 子 議 員

嘉麻市織田廣喜美術館の活性化について

間.県展の移動展を嘉麻市
織田廣喜美術館で開催
できないものか

答.過去の経緯を勘案し、
地元との協議を必要とする

質
　
平
成
２２
年
度
開
催
さ

れ
た
企
画
展
覧
会
の
内
容

ま
。

山

口
生

涯
学
習
課
長

「
嘉
飯
山

の
画
家

た
ち

展
」

「た
の
し
い
こ
ど
も

の
び
じ
ゅ
つ
て
ん
」
な
ど

６
つ
の
企
画
展
で
、
入
館

者
数
は
３
５
２
５
人
、
入

館
料

４２
万

５
４
１
０
円
。

常
設
の
織
田
廣
喜
企
画
展

は
、
入
館
者

５
７
１
人
、

入
館
料
１８
万
４
５
２
０
円

だ
。

質
　
開
館
後
、
最
も
入
館

者
の
多
か

っ
た
企
画
展
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
平
成
Ｈ

年
度
の

「風
の
画
家
中
島

潔
の
世
界
展
」
入
館
者
は

１
万

６
４
９
名

、
次

は

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
や
な

せ
た
か
し
展
」
で
、
入
館

者
は
７
４
１
５
名
　
だ

っ

た
。
職
員
の
人
件
費
を
別

に
す
る
と
、
中
島
潔
展
に

つ
い
て
は
、
経
費
５
０
０

万
円
、
入
場
料
６
０
０
万

円
で
こ
れ
だ
け
は
黒
字
だ

っ
た
。

質
　
企
画
の
内
容
こ
そ
が

活
性
化
の
鍵
を
握
る
こ
と

を
証
明
し
て
い
る
事
実
を

踏
ま
え
　
〈
フ
後
の
有
り
様

を
探

っ
て
ほ
し
い
。

２‐
年

度
に
入
館
者
が
増
え
て
い

る
が
努
力
し
た
こ
と
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
駐
車
場

の
整
備
、
美
術
館
周
辺
の

案
内
看
板
の
設
置
、
授
乳

室
の
設
置
等
乳
幼
児
連
れ

へ
の
対
応
、
嘉
穂
中
学
校

卒
業
展
や
小
中
学
生
の
美

術
展
、
更
に
美
術
館
情
報

の
発
信
に
努
力
し
て
い
る
。

質
　
福
岡
県
美
術
展
巡
回

展
は
現
在
、
県
内
で
４
箇

所

で
実
施

さ
れ

て

い
る
。

北
九
州
市

は
美
術
館

で
、

大
牟
田
と
宗
像
は
美
術
館

を
も
た
な
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
公
共
の
施
設
で
実
施

し
、
当
市

に
あ

っ
て
は
、

過
去
山

田
美
術
協
会

の

方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努

力
の
結
果
、
今
日
が
あ
る

と
重

々
承
知

し

て

い
る
。

す
ば
ら
し
い
美
術
館
を
持

つ
嘉
麻
市
と
し
て
５
年
目

に
入

っ
た
が
、
活
性
化
の

視
点
か
ら
も
、
権
威
あ
る

県
展
の
巡
回
が
美
術
館
で

開
催
で
き
る
こ
と
を
願
う

が
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
〈
７
ま
で
の
歴

史
と
山
田
美
術
協
会
の
皆

さ
ん
と
の
十
分
な
話
し
合

い
を
必
要
と
す
る
。
了
解

が
あ
れ
ば
、
そ
の
方
策
も

あ
る
と
は
思
う

※
　
他
に
、　
一
般
高
齢
者

調
査
の
確
実
な
対
処
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

田淵議員

織田廣喜美術館
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中 村 春 夫 議 員

環境行政について

間.熊ケ畑産業廃棄物処分場の拡張

を県が許可した場合.市と業者と

の協定書をどう考えるか

答.認可されれば、協定書は

結ばなければならない

質
　
東
日
本
大
震
災
で
発

生
し
た
瓦
礫
の
受
け
入
れ

を
、
嘉
麻
市
と
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
放
射
能
汚
染

に
関
し
て
国
の
示
す
基
準

値
を
ク
リ
ア
し
た
瓦
礫
等

し
か
受
け
入
れ
で
き
な

い
。

現
在
の
と
こ
ろ
受
け
入

れ
の
要
請
は
あ

っ
て
い
な

い
。

質
　
熊
ヶ
畑
の
不
法
投
棄

ゴ
ミ
及
び
百
々
谷
産
業
廃

棄
物
処
分
場
問
題
に
つ
い

て
、
６
月
議
会
以
降
の
県

と
の
協
議
状
況
は
。

平
嶋
環
境
課
長
　
ど
ち
ら

も
新
た
な
進
展
は
な
い
。

県
は
引
き
続
き
定
期
的

に
水
質
検
査
を
行
う
方
針

で
あ
り
、
今
年
は
１０
月
に

実
施
予
定
で
あ
る
。
地
元

住
民
に
対
す
る
説
明
会
は
、

Ｈ
月
に
開
催
で
き
る
よ
う

交
渉
中
で
あ
る
。

質
　
熊
ヶ
畑
産
業
廃
棄
物

処
分
場
に
つ
い
て
、
９
月

２０
日
の
説
明
会
で
は
、
現

在
の
残
容
量
は
１
０
０
０

ポ
で
あ
る
と
業
者
は
言

っ

て
い
た
が
、
県
の
見
解
は
。

環
境
課
長
　
平
成
２２
年
度

の
搬
入
量
は
７
８
８
２
３ｍ

で
あ
る
。
残
容
量
に
つ
い

て
は
、
計
算
上
は
超
過
し

て
い
る
が
相
当
に
圧
縮
し

て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ

２つ
。

質
　
拡
張
申
請
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
、
県
か
ら
連

絡
は
あ

っ
た
か
。

環
境
課
長
　
６
月
２‐
日
に

市
と
し
て
の
意
見
書
を
県

に
提
出
し
た
が
、
そ
の
後

何
の
連
絡
も
な
い
。

質
　
市
の
環
境
審
議
会
の

答
申
に
従

い
、
市
民
の
不

安
を
な
く
す
た
め
、
中
立

的
な
立
場
で
業
者
の
説
明

会
を
開
け
な
か

っ
た
の
か
。

市
長
　
許
認
可
権
は
県
に

あ
り
、
市
が
説
明
会
を
開

く
立
場
に
な
い
。

質
　
万
が

一
、
県
が
許
可

し
た
場
合
、
嘉
麻
市
と
し

て
業
者
と
の
新
た
な
協
定

書
を
結
ぶ
考
え
は
あ
る
の

か
。

市
長
　
仮
に
認
可
さ
れ
れ

ば
、
協
定
書
は
結
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て

い
る
。

中村議員

藤 伸 ― 議 員

緊急医療情報キットについて

間.救急安心カードの作成・配付を

実施するべきと考えるが

答.回覧板・広報等でお知らせし、

利用促進を図っていく

質
　
緊
急
医
療
情
報
キ

ッ

ト
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
の
急
病
や
災
害
時

等
の
緊
急
時
に
、
血
液
型

や
持
病
、
か
か
り
つ
け
医

な
ど
の
医
療
情
報
を
救
急

隊
員
に
伝
え
、
迅
速
か
つ

適
切
に
、
救
急
活
動
が
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で

あ

る
が
、
担
当
課

で
は
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

を
調
査

。
研
究
し
た
こ
と

が
あ
る
の
か
。

田
中
高
齢
者
介
護
課
長

北
九
州

で
は
昨
年

か
ら
、

中
間
市
で
は
本
年
６
月
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
直

方
市

で
は
２
年
前

か
ら
、

消

防

本

部

と

連

携

し

、

『住
所

。
氏
名

。
生
年
月

日

・
血
液
型

・
持
病

・
常

用
薬

・
手
術
歴

・
緊
急
連

絡
先
』
等
を
記
載
し
た
救

急
安
心
カ
ー
ド
を
冷
蔵
庫

２
扉
に
磁
石
を
利
用
し
て

張
り
、
こ
の
カ
ー
ド
を
見

て
、
救
急
隊
員
が
適
切
な

情
報
を
得
て
医
療
機
関

へ

搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

質
　
嘉
麻
市

に
お

い
て
も
、

高
齢
者

や
障
が

い
者

の
命

を
守
る
こ
と
や
、
暮
ら
し

を
支
え
合
う
仕
組
み
を
構

築

し

て

い
く
観
点

か
ら
、

救
急
安

心

カ
ー
ド

の
作

成

・
配
付
を
実
施
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

高
齢
者
介
護
課
長
　
飯
塚

地
区
消
防
本
部
か
ら
９
月

末
か
ら
１０
月
初
め
に
、
嘉

麻
市
に
カ
ー
ド
が
交
付
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、

こ
の
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ

い
て
、
関
係
課
と
も
協
議

し
て
、
回
覧
板

・
広
報
等

で
市
民

に
お
知
ら
せ
し
、

対
象
者
の
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

簡
易
聴
覚
検
査
に
つ
い
て

質
　
介
護

。
認
知
症
予
防

の
観
点
や
、
高
齢
者
が
尊

厳
あ
る
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
事

業
の
中
で
、
簡
易
聴
覚
チ

ェ
ッ
カ
ー
を
使
い
、
簡
易

聴
覚
検
査
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

中
村
健
康
課
長
　
介
護
予

防
事
業
の
中
で
、
出
前
講

座
を
実
施
し
て
お
り
、
簡

単
な
聴
覚
検
査
が
実
施
で

き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
に
５
歳
児
健
診
の

導
入
、
新
庁
舎
問
題
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

藤議員

救急安心カー ド
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一水 雪 男 議 員

住宅政策について

間.老朽化した市営住宅の建て

替えを早急に取り組むべき

答。関係課や入居者とも十分
協議を行い検討したい。

士
□

質
　
近
年
、
嘉
麻
市
の
人

口
は
減
少
し
、
市
税
収
入

が
減
少
し
て
い
る
対
策
と

し
て
、
市
外
か
ら
市
内
の

住
宅

へ
の
入
居
促
進
を
図

る
た
め
に
、
老
朽
化
し
た

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
に

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

大
神
住
宅
公
園
課
長
　
市

内
に
は
耐
用
年
数
が
過
ぎ

て
い
る
住
宅
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
建
て
替
え
の
検
討

を
行
う
必
要
性
が
あ
る
こ

と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

今
後
、
関
係
各
課

や
、

現
在
入
居
さ
れ
て
い
る
方

と
も
十
分
協
議
を
行

い

住
宅
の
建
て
替
え
、
新
築

な
ど
を
検
討
し
た
い
。

質
　
独
身
の
市
職
員
に
つ

い
て
は
、
極
力
市
内
に
住

ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
強
制
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
市
内

に
住
め
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
必
要
と
思
う
。

住
宅
問
題
が
、
人
口
や

税
収
の
面
に
も
係
わ
る
と

思
う
の
で
、
今
議
会
終
了

後
、
関
係
各
課
と
早
急
に

前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

産
業
廃
棄
物
問
題
に

つ
い

て質
　
産
業
廃
棄
物
処
分
場

を

新

た

に
造

る

こ
と

は

、

絶

対

に
反

対

で
あ

る

が

、

既
存
施
設
を
拡
張
す
る
こ

と
に
は
賛
成
で
あ
る
。

今
か
ら
先
、
市
が
計
画

し
よ
う
と
し
て
い
る
庁
舎

や
学
校
施
設
、
市
営
住
宅

建

て
替
え

に
伴
う
解
体
な

ど
、
そ

の
際

に
発
生
す
る

廃
棄
物

の
処
理

に
は
莫
大

な

費

用

が

か

か

る

の

で
、

市
内

に
受
け
皿
が
必
要

で

あ
る
。

ま
た
、
水

の
問
題
も
心

配

で
あ
る
が
、
水
源
地
を

産
業
廃
棄
物
処
分
場

の
上

流

に
移
す
か
、
行
政
が
今

後
発
生
す
る
廃
棄
物

の
受

け
皿
を

つ
く
る
か
の
二
段

構
え

で
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長
　
産
業
廃
棄
物
処
分

場

の
拡
張

に
賛
成
と

い
う

立
場

で
、
勇
気
を
持

っ
て

や

っ
て
も
ら

い
た

い
と

い

う

こ
と

で
あ
る
が
、
私
は

そ
う

い
う
立
場

に
は
な

い

と
思

っ
て
い
る
。

要
望
　
県

に
許
認
可
権
が

あ
る
か
ら
と

い
う

こ
と
じ

ゃ
な
く

て
、
嘉
麻
市
と
し

て
業
者
と

の
防
止
協
定
を

き
ち
ん
と
結

び
、
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。

吉永議員

老朽化した市営住宅

山 本 幹 雄 議 員

国保の特定健診、特定保健指導について

間.その目的は何か

答.生活水準の向上と国保医療

費削減が期待されている

質
　
国
保
被
保
険
者
の
特

定
健
診
、
特
定
保
健
指
導

の
基
本
的
な
考
え
方
は
何

か
。

中
村
健
康
課
長
　
平
成
２。

年
度
か
ら
糖
尿
病
等
の
生

活
習
慣
病
に
着
目
し
た
特

定
健
診
、
保
健
指
導
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本

人
の
健
康
な
生
活
水
準
の

維
持
向
上
と
将
来
の
医
療

費
の
削
減
効
果
が
見
込
ま

れ
る
。

質
　
受
診
者
、
受
診
率
は

ど
う
か
。

健
康
課
長
　
平
成
２２
年
度
、

対
象
者
８
１
１
４
人
、
受

診
者
２
２
４
８
人
、
受
診

率
２７

・７
％
だ
。

公
立
及
び
民
間
保
育
園
の

保
育
料
の
滞
納
に
つ
い
て

質
　
保
育
料
の
滞
納
額
等

は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

深
町
こ
ど
も
育
成
課
長

平
成
２２
年
度
滞
納
額
４
５

１
９
万
２
千
円

滞ヽ
納
者

数
５
０
８
名
だ
。

質
　
厚
生
労
働
省
の
滞
納

者
に
対
す
る
考
え
方
は
ど

つヽ
か
。

こ
ど
も
育
成
課
長
　
悪
質

滞
納
者
に
つ
い
て
は
財
産

調
査
を
し
、
差
し
押
さ
え

で
対
応
す
る
の
が
国

の
方

針
だ
。
本
市

に
お

い
て
も

こ
れ
に
準
処
し
て
い
る
。

田
中
副
市
長
　
〈
フ
後
、
国

の
方
針

に
沿

っ
て
、

こ
ど

も
手
当
も
視
野

に
し
て
対

応
し
、
保
育
園

の
健
全
運

営
に
努
め
た

い
。

山本議員
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嘉
穂
地
区
小
学
校
統
合

施
設
整
備
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

７
月
２５
日

所
管
事
務
調
査

（市
内
施
設
）

７
月
１３
日
～
‐５
日

先
進
地
視
察

（自
老
町

・
室
蘭
市
）

８
月
８
日

所
管
事
務
調
査
（大
任
町
）

８

月

２９

日

嘉
穂
地
区
小
学
校
統
合

施
設
整
備
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

７
月

１９

日

議

長

の
諮

問

事

項

に

つ

い
て

７
月

２７
日

８

月

臨

時

会

の
日

程

等

に
つ
い
て

７
月
２７
日

９
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

９
月
２‐
日

９
月
定
例
会
最
終
日
の

日
程
等
に
つ
い
て

７

月

２９

日

・
９

月

１３

日

議
会
改
革
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

７
月
１９
日

・
８
月
５
日

新
庁
合

に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て

７
月
１２
日

，
７
月
２。
日

・

７
月
２２
日

議
会
広
報

の
編
集

住宅の建替えについて

説明を受ける産業建設委員

自 治 体 の財 政 状 況 を分 析 するため様 々な分 析 指 数 があι:、

締 称 して「財 政 指 標 Jこ 呼 んでいきす。

経
常
収
支
比
率

経
常
経
費
充
当

一
般
財

源

（
人

件

費

、

扶

助

費

、

公
債
費
な
ど

の
毎
年
経
常

的

に
支
出
さ
れ
る
特
定

の

財
源
を
持
た
な

い
経
費
）

を
経
常

一
般
財
源

（毎
年

経
常
的

に
収
入
さ
れ
る

一

般
財
源
）
で
割

っ
た
も

の

で
す
。

数
値
が
低

い
ほ
ど
投
資

的
経
費
な
ど
臨
時
的
な
経

費

に
ま
わ
す
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
、
高

い
ほ
ど
経
常

的
な
経
費
が
財
政
を
圧
迫

し
、
財
政
構
造

の
弾
力
性

が
低

い
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま
す
。

市

で
は
７５
％
～
８０
％
く

ら

い
が
良

い
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

嘉
麻
市
は
２２
年
度
決
算

で
９９

・
６
％
と
な

っ
て
お

り
、
前
年
度
は
１
０
１

・

１
％
で
し
た

の
で
、
若
干
、

財
政
構
造

の
弾
力
性
が
向

上
し
た
と
言
え
ま
す
。

財
政
力
指
数

基
準
財
政
収
入
額
を
基

準
財
政
需
要
額

で
割

っ
た

も

の
で
、
１
以
上

に
な
る

と
普
通
交
付
税
が
交
付
さ

れ
な

い
不
交
付
団
体
と
な

り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体

の
財
政

力
を
見
る
指
数
と
し
て
よ

く
使
わ
れ
、
一局
け
れ
ば
高

い
ほ
ど
財
政
が
豊
か
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
は
、
３
カ
年
平
均

の
数
値
を
使
用
し
ま
す
。

嘉
麻
市
は
２２
年
度
決
算

で
Ｏ

・
２
６
５
と
な

っ
て

お
り
、
前
年
度
は
０

・
２

７
６
で
し
た

の
で
、
若
干
、

財
政
力
が
低
下
し
た
と
言

え
ま
す
。
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平成 22年度

経常収支比率の推移
決
算
特
別
委
員
会

に
お

い
て
、
平
成
２２
年
度

の

一
般
会
計

ほ
か
６
会
計

の
決
算
審
査
を
行

い

ま
し
た
。

一
般
会
計

に
お

い
て
は
、
歳
入
総
額
２
５
５

億
５
２
３
６
万
円
、
歳
出
総
額
２
４
９
億
３
２

０
８
万
円
と
し
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
６
億

２
０
２
８
万
円
で
、
う
ち
１
億
９
千
万
円
は
基

金

に
繰
り
入
れ
ま
す
。

市

の
財
政
状
況
と
し
て
は
、
市
税
な
ど

の
自

主
財
源
が
１８

・
０
％
ヽ
地
方
交
付
税
や
国
県
支

出
金
な
ど

の
依
存
財
源
が
８２

・
０
％
と
ヽ
他

に

頼

っ
た
自
治
体
運
営
と
な

っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
、

９５

・
６
％
と
前
年
度
よ

り
向
上
し
ま
し
た
が
、
財
政
力
指
数
は
０

・
２

６
５
ポ
イ

ン
ト
と
、
前
年
度
よ
り
若
干
悪
化
し

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
７
会
計
と
も

に
出
席
者
全
員

を
も

っ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

100

(%)

110

一 般 会 計 決 算 の 状 況
(単位千円)

2,777,259
109%〔自主〕

市 債
1,534,210
60%〔依存〕

地方譲与税など
705,901

28%〔依存〕  市 税

議会費

2,259
09%

総務費

2,230,534
90%

繰入金など
1,294,306
51%〔 自主〕

諸収入
511.049

〔自主〕

教育費

2.296,838

消防費 92%
852,635

国・県支出金
7,374,759

28.9%〔依存〕Ii反
商工費

50%

175,276
07%農

林水産業費
856.270
34% 労働費

58,498  衛生

02% 1,631,841
65%

18年度  19年度 20年度 21年度 22年度

標準的経常収支比率 (75～ 80%)

※ 財 政 指 標 の 見 方 は 15ペ ー ジ を

い

谷霊_鷲蟹
×隷漱で窃

歳  入 歳  出 差 引 額

一 般 会 計 255億 5,236万 円 249億 3,208万 円 6億2,028万 円

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

53促il,903ア 5円 55億9,279万 円 △2億 7,376万 円

業事
計

健
会

保
別

人
特

老 5,196万 円 5,196万 円 0万円

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

5億8,019万円 5億 61676万 円 11343万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付
事 業 特 別 会 計

7,180万 円 3,866万 円 3,314万 円

師業釧
惟事悧

馨定鰤勘
54億2,379万 円 53億9,297万 円 3,082万 円

ス
定

ビ
勘

一
業

サ
事

5:196万 円 5,196万 円 0

水 道 事 業 会 計 7億 9,815万 円 9億 5,275万 円 △1億5,460万 円
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